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写真出典：森・内山（1997） 

ビワマス 
 

琵琶湖固有種。秋に川で産卵し、孵化した稚魚は春に琵琶湖へ下り、
3～４年後に再び産まれた川に戻ってきて産卵する。 
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家棟川・童子川・中ノ池川にビワマスを戻すプロジェクト 
構成メンバー（2015年8月結成） 

市民 
 
 
 

行政 
 
 
 

専門家 
 
 
 

企業等 
 
 
 

冨波乙自治会農地水環境保全委員 
中ノ池・童子川生態調査委員 

地元自治会等関係者 
祇王まちづくり推進協議会 
童子川・家棟川河川愛護会 
野洲市里川づくり委員会 
ＮＰＯ家棟川流域観光船 

TOTO株式会社 
立命館大学（学生） 

滋賀県立大学（学生） 

野洲市環境課 
滋賀県琵琶湖保全再生課 
滋賀県南部土木事務所 

滋賀県水産課 
滋賀県水産試験場 

琵琶湖環境科学研究センター 
 

（外部協力者） 
徳島大学 浜野教授 

兵庫県ひとはく 三橋主任研究員 
滋賀県立大学 瀧准教授 

・調査活動の実施 
・違法採捕監視 
・地域住民への周知 

・河川占用許可 
・事業の予算化 
・広報、事務 

・活動への参画 
・助成金提供 

・調査データの解析 
・専門的助言・協力 
・全体コーディネート 
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活動① ビワマス産卵床の造成 
川底の土砂を掻き出し、産卵に適した砂利を投入 
（2015年10月・2016年10月・2017年10月・2018年9-10月） 
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活動② 落差工への魚道の設置 
ビワマスの遡上の妨げになる落差工（落差3.2m）に魚道を設置 

（2016年10月・2017年10月・2018年10月） 
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2016年版「単管パイプ魚道」 
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2018年版「枡付き鋼製魚道」 



活動③ ビワマス遡上調査と監視 
ビワマスの遡上の状況を毎日確認、また違法な捕獲を監視 

（2016年10-11月・ 2017年10-11月・ 2018年10-11月） 
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ビワマスフォーラムの開催 
取り組みの概要と成果を発表し、評価結果を次年度に反映 

（2015年11月・ 2016年12月・2017年12月・2019年2月） 
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人がつながる 
 

人が育つ 
 

そして、原風景をつくる 
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